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ある。
　今年の獲見當時匡光輝が一二に弱かつナこが
其の後、太陽へ規地球へ9．近づいて來ろ
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　　　か5、幾らか大きい光になろだらう。
　　　　因みに、ジヤコビニが獲見し六十二箇の彗
　　　星ば
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　さて又、去る十一月八日、東京に於いて汎
二一洋學術會議開會申に、コペンハ1ゲンよ
り達しナこ電報に豫れば、去る十一月四日の
夜十二時近く、スペイン國バルセロナ市ファ
プラ天丈墓門コ　Krスソラi（Comas　Sola）氏ば
（第二週期星）
　赤楽璽2時57分　　　（毎日15’つつ魔力口）
　赤緯6度31分（北）（同　6’　南へ）
の天に光度12・0級の一彗星な高見しカピい
ふ。認れi／1926　£であるが、多分、新彗星で
あろう。
雑 報
轡山本博士のi新著成罵　山本＿清博
士が昨年録朝早々、東京新光「r±の依頼を受け
て、萬有科學大系の第一春の71めに執筆ゼら
れた1天罰ε宇宙」ii！去る七月宋いよいよ美装
して獲行Nられ7こ○登部で338頁、総アート
紙で、366個の爲眞や圖甕S、無数の褒ε奄．
入れ、内容ば皆1926年五月現在の最も新しい
材料奄用みてみる。今ば叢書の一部であるが
來年耕こり軍行本ビなるであらう。
鵬トルコで漸暦採用ナウエン謡曲
の報道によれば、アンゴラのトルコ國民議會
［i來（］927）年一月一日か．らキ可スト教暦即ち
現今泄：界一般にひろく行ばれるグレ’ゴ1，暦…奄．
探用するこピを決議しナこ。現在の回敏暦でに
去ろ七月十二日から紀元第1345年が始まつずこ
わけであるが　上記の改暦により、來年一月
一日からば出嫁暦亡してに第1346年が始まる
こSTL？　ixる。故に第1345年ば百七十三ケ日で
終るのである。
鯵中村馬の反財鏡製碓綾　中村要氏
が去る七月晶晶の科學寸寸に蓮載されつ～あ
ろ反・射鏡製作ikit一般讃書界及びアマチニア
二丈家の間に大きなセンセイション為趨して
みろ。
醗「ヘリウム運太陽熱」への追補
七月號の天界にのぜて頂い7こあの拙文ば私が
大正十三年十一月一日支部例會で講演ぜるも
のですから丈中「昨年の初め頃」亡あるのほ勿
論大正十二年の初めの意であります。それか
ら水銀原子の遊星電子fi？　一・個除く亡金の原子
になるこεを述べまし7：が嚴密に云へば遊星
電子た一個除い糞だけでば金の原子にならな
いで軍にイナン化ぜられれ水銀の原子を得ま
す。遊星電子一個な除くt同時に其の原子核
の電氣且々も憂化さぜて原子准電氣的に中和
しブこ四目にして始めて金の原子が得られま
す。最近アムステルダム大皐のスミツト氏［i
鉛な攣じタリウム及水銀な得る事を報じて居
ります。長岡博士の水銀より金への愛換か儲
れに結びつけるピ往時のアルケミストの夢tt
實現されナこ：亡になります。（札幌米田勝彦）
